
活
習
慣
病
に
対
す
る
予
防
重
視
の

姿
勢
を
一
層
明
確
に
す
る
も
の
だ
。

e
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
を
対
象
と
し
、
内
臓
脂

肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
健
診
を
行

う
な
ど
だ
。
4
効
果
的
な
予
防
に

よ
り
、
医
療
費
の
減
少
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
5
国
の

負
担
基
本
額
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
。
w
医
師
会
等
と
実
施
内
容
等

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
お
り
、

混
乱
の
な
い
よ
う
十
分
検
討
す
る
。

妊
産
婦
無
料
健
診
の
拡
充
等

に
つ
い
て

q
特
別
区
等
は
、
五
者
協
議
会

を
設
け
無
料
健
診
を
行
っ
て
い
る

が
、
厚
生
労
働
省
の
「
妊
産
婦
健

診
の
５
回
無
料
を
全
国
基
準
と
す

る
方
針
」
に
対
す
る
協
議
内
容
は
。

ま
た
、
結
論
の
時
期
は
。
w
協
議

会
の
結
論
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
料

回
数
の
拡
大
、
ま
た
は
健
診
費
用

の
負
担
を
軽
く
す
る
助
成
制
度
を
。

児
童
保
健
事
業
部
長

q
検
討

会
が
設
置
さ
れ
、
健
診
回
数
や
都

内
全
域
で
受
診
で
き
る
体
制
の
維

持
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

検
討
結
果
は
、
９
月
中
を
目
途
に

報
告
さ
れ
る
予
定
だ
。
w
報
告
の

結
果
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

No.204 発行　平成19年（2007年）11月20日 2

に
当
た
っ
て
、
暮
ら
し
や
福
祉
を

守
る
と
い
う
、
自
治
体
本
来
の
立

場
を
貫
く
よ
う
求
め
る
が
、
見
解

を
。
w
格
差
貧
困
を
広
げ
て
き
た

国
の
構
造
改
革
を
、
自
治
体
の
長

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

区
長

q
策
定
委
員
会
に
お
い

て
、
生
活
や
経
験
に
根
ざ
し
た
真

摯
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
w
国
政
上
の
問
題
だ

が
、
我
が
国
が
何
の
改
革
も
し
な

い
で
済
む
と
い
う
状
態
で
は
な
い

と
い
う
ふ
う
に
は
考
え
て
い
る
。

首
都
直
下
の
大
地
震
か
ら

区
民
の
命
を
守
る

住
宅
耐
震
化
の
推
進
計
画
を

q
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
目
的

等
を
伺
う
。
w
新
耐
震
基
準
以
前

に
建
築
確
認
さ
れ
た
区
内
全
域
の

木
造
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震

改
修
工
事
を
助
成
対
象
に
。
e
木

造
家
屋
の
耐
震
診
断
を
無
料
と
し
、

あ
わ
せ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震

診
断
と
耐
震
改
修
工
事
の
助
成
制

度
の
創
設
を
。
r
耐
震
化
計
画
を

推
進
す
る
専
門
家
委
員
会
の
設
置

を
。
t
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
金

上
限
額
の
引
き
上
げ
な
ど
を
求
め

る
。
y
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、

q
認
証
保
育
所
等
は
保
育
料
が

一
律
だ
が
、
保
護
者
の
所
得
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
な
助
成
制
度
を
。

w
兄
弟
姉
妹
が
別
々
の
保
育
所
に

通
う
、
多
子
家
庭
の
方
が
抱
え
て

し
ま
う
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

審
査
基
準
の
見
直
し
を
。

児
童
保
健
事
業
部
長

q
認
可

保
育
園
を
希
望
す
る
方
々
の
実
態

を
把
握
す
る
中
で
、
経
済
的
負
担

軽
減
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
w
少
な
く
と
も
年
度
当
初
の

入
園
時
に
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
同
じ
園
に
入
園
で
き
る
よ

う
審
査
基
準
の
見
直
し
に
努
め
る
。

区
民
健
診
の
廃
止
に
伴
う
、

特
定
健
診
の
実
施
に
関
連
し
て

q
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
区

民
健
診
が
廃
止
さ
れ
、
来
年
度
か

ら
、
医
療
保
険
者
の
国
民
健
康
保

険
が
実
施
主
体
と
な
り
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
が
行
わ
れ
る
。

3
健
診
事
業
の
転
換
の
理
由
は
。

e
特
定
健
診
等
の
概
要
は
。
4
期

待
さ
れ
る
効
果
は
。
5
健
診
料
等

の
新
た
な
負
担
は
生
じ
な
い
の
か
。

w
こ
れ
ま
で
の
区
民
健
診
の
検
証

と
、
関
係
す
る
所
管
に
よ
る
連
携

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
健
診
事
業

の
充
実
を
。

区
民
生
活
事
業
部
長

q
3
生

八
潮
団
地
の
諸
課
題
に
つ
い
て

q
八
潮
地
区
小
中
一
貫
校
開
設

等
の
課
題
が
解
決
さ
れ
な
い
と
、

八
潮
団
地
の
再
構
築
は
始
ま
ら
な

い
が
、
団
地
の
将
来
像
に
つ
い
て

伺
う
。
w
品
川
区
教
育
委
員
会
と

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
一
貫
校

と
都
立
産
業
技
術
高
等
専
門
学
校

が
連
携
す
る
「
小
中
一
貫
も
の
づ

く
り
教
育
モ
デ
ル
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
、
実
施
す
る
た
め
の
基

本
協
定
を
締
結
し
た
が
3
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
内
容
等
は
。
e
区
内
企

業
へ
訪
問
し
て
実
習
を
行
う
な
ど
、

企
業
へ
の
協
力
を
求
め
て
は
。

4
奨
学
金
制
度
の
創
設
な
ど
連
携

を
。
e
健
康
器
具
を
八
潮
北
小
の

空
き
教
室
へ
常
設
し
て
は
。
r
一

貫
校
の
多
目
的
室
へ
、
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
器
等
を
配
備
し
一
般

開
放
を
。
t
２
年
後
に
空
く
八
潮

南
小
と
八
潮
南
中
の
校
舎
の
利
用

方
針
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
決
定
し
て
い
く
の

か
。
y
学
校
再
編
成
を
機
会
に
、

団
地
の
北
側
、
中
央
部
と
南
側
へ

時
間
貸
し
駐
車
場
の
設
置
拡
大
を
。

区
長

q
八
潮
団
地
が
持
つ
特

色
や
資
源
の
効
果
的
な
活
用
と
あ

わ
せ
て
、
創
意
工
夫
に
よ
り
地
域

の
活
力
が
よ
り
高
ま
る
よ
う
な
幅

広
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

こ
と
が
重
要
だ
。
e
地
域
の
意
見

も
伺
い
な
が
ら
検
討
す
る
の
で
、

そ
の
際
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
r
一
貫
校
の
整
備
プ
ラ
ン
で

は
、
八
潮
中
の
体
育
館
を
地
域
利

用
が
可
能
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

と
し
て
改
修
す
る
計
画
に
な
っ
て

お
り
、
機
能
分
担
等
に
つ
い
て
十

分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

q
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
試
算
し
た
年
平
均
15
万

５
千
円
の
保
険
料
を
妥
当
だ
と
考

え
る
の
か
。
w
保
険
料
を
滞
納
す

れ
ば
高
齢
者
で
も
保
険
証
を
取
り

上
げ
る
差
別
医
療
の
導
入
は
や
め

る
べ
き
だ
が
見
解
は
。
e
国
へ
国

庫
負
担
の
抜
本
的
な
増
額
を
求
め

て
は
。
r
広
域
連
合
へ
独
自
の
減

免
制
度
等
を
つ
く
る
よ
う
求
め
て

は
。
t
政
府
へ
制
度
の
４
月
ス
タ

ー
ト
の
凍
結
等
を
求
め
て
は
。

福
祉
高
齢
事
業
部
長

q
さ
ら

に
詰
め
て
い
く
べ
き
課
題
と
考
え

る
。
w
広
域
連
合
と
し
て
は
、
法

に
の
っ
と
り
運
用
す
る
方
針
で
あ

る
の
で
、
区
も
新
制
度
の
中
で
適

切
に
対
応
す
る
。
e
１
都
３
県
の

広
域
連
合
長
が
連
名
で
、
緊
急
要

望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国

の
対
応
を
注
視
す
る
。
r
減
免
は

国
の
制
度
に
よ
る
こ
と
が
基
本
だ

と
考
え
る
。
t
既
に
４
月
開
始
が

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
行
う
考
え
は
な
い
。

基
本
構
想
策
定
は
、
貧
困
と
格
差

広
が
る
な
か
、
区
民
の
く
ら
し
・

福
祉
守
る
視
点
貫
け

q
品
川
区
基
本
構
想
等
の
策
定

認
識
す
る
。
t
今
後
１
年
程
度
を

め
ど
に
基
本
的
な
方
向
性
を
取
り

ま
と
め
て
い
き
た
い
。
y
既
存
の

駐
車
場
を
活
用
し
た
時
間
貸
し
駐

車
場
へ
の
転
用
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

教
育
次
長

w
3
ロ
ボ
ッ
ト
製

作
お
よ
び
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加

等
だ
。
e
区
内
の
中
小
企
業
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
た
協
力
体
制

を
、
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。
4
検
討
課
題
と
す
る
。

認
証
保
育
所
な
ど
へ
の
保
育
料
助
成
制
度

の
創
設
等
に
つ
い
て

山
元
　
敬
子
　
議
員

（
公
明
）

負
担
を
増
や
し
医
療
は
制
限
、

後
期
高
齢
者
医
療
の

４
月
ス
タ
ー
ト
は
凍
結
を 宮

崎
　
克
俊

議
員

（
共
産
）

家
具
転
倒
防
止
器
具
取
り
つ
け
工

事
を
無
料
と
し
て
は
。
u
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
へ
の
補
助
制
度
を
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
耐

震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
を
計
画

的
か
つ
総
合
的
に
促
進
し
て
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
だ
。
w
e
r
t
現
在
、
国
が

支
援
制
度
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
要
件
の
緩
和
を
含
め
た
検
討
を

進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
国

の
施
策
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら

策
定
中
の
耐
震
改
修
促
進
計
画
の

中
で
そ
の
考
え
を
示
し
て
い
く
。

y
基
本
は
、
個
人
の
責
任
で
対
応

す
る
自
助
の
分
野
と
考
え
て
い
る
。

u
今
後
の
技
術
の
開
発
動
向
な
ど

を
検
証
の
上
、
検
討
す
る
。

小
規
模
校
残
す
約
束
を
破
り
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
す
す
め
る

学
校
統
廃
合
は
や
め
よ

q
学
校
の
適
正
規
模
を
検
討
す

る
学
事
制
度
審
議
会
が
設
置
さ
れ

た
。
学
校
選
択
制
の
も
と
、
コ
ス

ト
論
を
振
り
か
ざ
し
適
正
規
模
を

定
め
る
こ
と
は
、
小
規
模
校
を
統

廃
合
す
る
も
の
だ
。
こ
う
し
た
学

校
統
廃
合
は
や
め
る
べ
き
で
は
。

w
区
は
こ
れ
ま
で
小
規
模
校
も
残

す
と
説
明
し
て
き
た
が
、
改
め
て

そ
の
考
え
を
確
認
し
、
小
規
模
校

を
選
択
す
る
権
利
を
認
め
る
の
か

ど
う
か
伺
う
。
e
今
に
な
り
小
規

模
校
を
統
廃
合
す
る
こ
と
は
、
議

論
を
大
も
と
か
ら
覆
し
、
保
護
者

を
だ
ま
す
や
り
方
だ
と
考
え
る
が

見
解
を
。
r
第
四
次
長
期
基
本
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
30
人

学
級
の
実
施
等
を
盛
り
込
む
べ
き

で
は
。

教
育
次
長

q
適
正
規
模
の
検

討
が
、
す
な
わ
ち
小
規
模
校
の
統

廃
合
と
い
う
単
純
な
も
の
と
は
考

え
て
い
な
い
。
区
民
の
生
活
全
般

に
責
任
を
持
つ
行
政
と
し
て
、
行

政
コ
ス
ト
を
検
討
の
俎
上
に
の
せ

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
。
w
適

正
規
模
の
検
討
に
お
い
て
、
小
規

模
校
を
選
択
し
た
い
と
い
う
保
護

者
の
思
い
に
配
慮
す
る
こ
と
は
当

然
考
え
て
い
る
。
e
何
を
根
拠
に
、

保
護
者
を
だ
ま
す
と
指
摘
を
さ
れ

る
の
か
理
解
し
か
ね
る
。
r
学
級

編
成
の
基
準
で
あ
る
い
わ
ゆ
る

「
標
準
法
」
に
基
づ
い
て
行
っ
て

い
く
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。
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自
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共
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民
主
（6）
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無
ク
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�

無
会
（2）
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公
明
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意見の分かれた議案（平成１9年第3回定例会）�

�

平成19年度一般会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

廃棄物の処理および再利用に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

地区計画等の区域内における建築物 
○ ○ × ○ ○ ○ × 可決

�
の制限に関する条例�

目黒川親水護岸整備工事委託契約 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

西五反田一丁目、東五反田二丁目および北品川五丁目�

地内特別区道路線の廃止および認定について 
○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

 �

教育委員会委員の任命同意について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

平成18年度一般会計歳入歳出決算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

平成18年度国民健康保険事業会計�

歳入歳出決算 
○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

平成18年度老人保健医療特別会計�

歳入歳出決算 
○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

平成18年度介護保険特別会計�

歳入歳出決算 
○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決�

特別区税条例 × × ○ × × × × 否決�

第
3
回
定
例
会
で
、
各
会
派
か
ら
11
名
の
議
員
が
、

区
政
全
般
に
わ
た
り
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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区
政
を
き
く

（
一
般
質
問
）


